第４回柳宗悦研究会『柳宗悦とその時代――柳宗悦における科学と宗教と芸術』2012年7月26日　鎌田東二
1、 １９１０年（明治４３年）問題、あるいは、ハレー彗星インパクト（別紙資料「京都造形芸術大学紀要GENESIS第12号」2008年11月発行参照）
2、 「新しき科学」と東京帝国大学心理学助教授福来友吉の「千里眼事件」～「白樺」第1巻第9号、明治43年12月1日発行の「編輯室にて」の中でのウィリアム・ジェームズの死と福来友吉についての言及～
＜大学の心理教室に行た始めての時間自分は友達が無いのでペンを持ち乍らボンヤリとして先生の来るのを待つてゐた、丁度黒板の左に掲つてゐるヴントの写真を眺めて居ると、突然「君ジエームスが死にましたね」と隣りの人に話しかけてる人がある、自分はドキッとした、その後に続いた会話はよく覚えて居ないが何でも要するにジェームスが死んだと云ふのである。プラグマチズムを発表し「多元的宇宙」を著はし今や此大なる心理学者が円熟し来つた思想を以て組織的人生観を見る日の目のあたりに近いて居るのに、運命は彼を死の国に拉し去つたと云ふのである、思想に飢えたる自分には「晩年のジエームスが事業」と云ふ事が宛らロミオがジユリエツトに逢う折の心の如く期待されて居たのである。自分はペンを持つて「ハーヴアートのジエームスが死んだ！？　うそだうそだ、信じられない事だ！」と書いた、かくて自分の福来博士変態心理学の筆記の第一頁は此文字を以て始まつてゐる。心理学教室でジエームスの訃音に接しヴントの顔を眺めてた時彼の死を聞き、心理学を始めて学ばんとする時、近世の心理学を生んだジエームスの逝去を耳にした事は自分にとツては偶然としては奇異なる経験である、ヴントは今や年老いて彼が声は不明にさえなつたと云ふ、自分は今ジエームスを失ひたる此世に於て、世の人と共に此老いたる大哲学者の健康を切に祈りたいと思ふ。（柳）＞
ヴィルヘルム・ヴント（Wilhelm Max Wundt,1832‐1920）実験心理学の祖
　　ウィリアム・ジェームズ（William James,1842‐1910）哲学者、心理学者、『宗教的経験の諸相』
ウィリアム・ジェームズと柳宗悦
１９１０年、プラグマティズムの哲学者・心理学者として知られるウイリアム･ジェイムズが死去した。ウイリアム・ジェイムズはハーバード大学医学部を卒業し、最初、同校で解剖学と生理学を教えていたが、やがて心理学と哲学を担当するようになり、最後は哲学の専任教授となったという面白い経歴の持ち主である。
　それ以上に興味深いのは、ジェイムズがイギリス心霊科学協会（The Society for Psychical Research）の会長を務めていたという点だ。このイギリス心霊科学教会は、１８８２年にロンドンで設立された。その後、１８８５年にはアメリカ心霊科学協会が設立されて、イギリスの支部として活動した。
１９世紀末にイギリスを中心に盛んになった「心霊科学（心霊研究、Psychical Research）」は、宗教現象や宗教的観念を徹底的に否定し迷信とみなす自然科学に対して、科学的方法論を持った「新しい科学」として、一部の人々に期待されて登場してきた。もちろん、生粋の科学者の多くは、けっして「心霊科学」などを認めようとはせず、妖しげな疑似科学としか見ていなかった。が、ここには、科学者らしい未知の現象に対する旺盛な好奇心に満ちた、批判的かつ実証的な精神を持つ著名な物理学者や生理学者や哲学者が集まってきていた。フランスの哲学者アンリ・ベルグソンもそうした一人である。
　ウイリアム･ジェイムズは、１８９４年から１８９６年まで、そのイギリス心霊科学教会の会長職を務めている。実は、ジェイムズの父・ヘンリー･ジェイムズは宗教研究家でもあったが、１８世紀スウェーデンの神秘思想家スウェーデンボルグの崇拝者であり、ウイリアムは小さい頃からその影響を受けていたのである。
　このウイリアム・ジェイムズが死去した１９１０年の「白樺６号・７号」（１９１０年９月・１０月）に「新らしき科学」と題して心霊科学の問題を本格的に論じたのが、学習院高等部の学生であった柳宗悦であった。柳宗悦（１８８９-１９６１）はこの時、弱冠２１歳の知的好奇心に溢れた青年であった。その論考の冒頭で、柳は次のように述べている。
　　自分の思惟する処に従へば近き将来に於て吾人が人生観上に影響す可き科学が三つある。そは生物学に於ける人性の研究と、物理学に於ける電気物質論と変体心理学に於ける心霊現象の攻究とである。「人間とは何ぞや」の問に答へんとするものは第一の科学である、将来の道徳が此研究によりて開拓せらるゝ事多きは自分の信ずる処である。「物質とは何ぞや」の質問に向つて解答を与へんとするものは第二の科学である。電子及エーテルに関する研究は恐らくは此謎を解く可き唯一の鍵鑰であらう。而して「心霊とは何ぞや」の問題に対して解決を下さんとするものは第三の科学である、自分は此小論文に於て最後の科学即ち心霊現象に関する最近の研究を世に紹介したいと思ふのである。（『柳宗悦全集』第一巻、筑摩書房）
　ここで柳宗悦は、「三つの科学」を区別する。①「人間とは何か」を問う生物学における人性の研究、②「物質とは何か」を問う物理学における電気物質論、③「心霊とは何か」を問う変体心理学における心霊現象の攻究、の三つである。中でも、柳は、新しい時代の「新しき科学」の最前線を「心霊現象の攻究」に見ていた。
　　宗教と道徳との権威が地に墜ちたる今日、思想に飢えたる吾等にとりて大なる力を有するものは科学である、若し吾等理知の文明に育ちたる民に人生の神秘を語り得るものがあるならば、そは古き信仰に非ずして新しき科学である。げに反抗を以て起ちたる過去の科学は、自己の天職を忘れつゝ人生が凡ての不可思議なる事実を只迷信なりとして笑ひ去つた、然し科学が発展とは即ち宇宙の神秘が開発を意味するものである、こゝに於て科学は単なる科学ではない、彼が関はる所は哲学、宗教と同一のものである、而して恐らくは将来に於て人の信仰の基礎を形造るものはかゝる科学であらう、宇宙が一糸乱れざる法則の内に調和しゝつある事を吾人に確信せしむるものは、今や独断的なる信条に非ずして、そは明かに科学ではあるまいか、宗教は常に吾人が永生を称へんとして居る、然も此信仰の失はれたる今日、吾人が死後尚存在すべき事を証明せんとするものは、今自分が画かんと欲する新しき科学ではないか、古りたる世よりの謎なりし「心霊」の問ひに答へ、幾度か人の子が迷ひたる死後の問題に解決を試みんとする此心霊現象の攻究とはそも如何なるものであらうか、自分は之より拙き筆を進めて之を書いてみたいと思ふ。
　「宗教と道徳の権威」が地に墜ちた理性の時代の「理知の文明」にあって、「人生の神秘」を明かにするのはもはや「古き信仰」ではなく、「新しき科学」であると柳は主張する。それは、「不可思議なる事実を只迷信」として葬り去った「過去の科学」とは異なり、「宇宙の神秘」を明かにするもので、かつて哲学や宗教が問題にしてきた領域を対象とするという。つまり「心霊現象の攻究」の科学とは、端的に、「死後」の存在を証明する「新しき科学」だと宣言するのである。
　こうして柳は、１８８２年にロンドンで設立された「心霊現象研究会（Society for Psychical Research）」を紹介し、精神感応、透視力、予覚、自動記述、霊媒、心霊による物理現象や妖怪現象などの超常現象についての「実証」を描き出す。その際、「今や多くの大なる科学者は此研究に向つて深き注意を払って居る、特に此科学に貢献せる人の内には、現代一流の心理学者たるジエームズ（W.James）がある」と、「大なる科学者」あるいは「現代一流の心理学者」として、真っ先にウイリアム・ジェイムズの名を挙げている。柳はこの時、明確に心霊研究家としてのウイリアム・ジェイムズを意識し、顕彰しているのである。柳はジェイムズを始め当時の錚々たる科学者の研究に論及しつつ「心霊現象の攻究」の内容を吟味していく。そして、次のような結論を下す。
　　かくて理性の上に立てる科学が起るに当つて人は再び此謎の前に立ちつゝ古き信仰を打破して、科学的見解の許に死後の存在を否定したのである、而して三たび変遷して、実験と観察とに基きつゝ此来世が存在の思想を挽回せんとして起ちたるものは此新しき科学である、げに彼が最大なる使命は死後の存在に対する確証であつた、吾等は前に述べたりし幾多の実例に於て吾人に潜在せる心霊が能力の偉大なるものあるを認識すると共にそが生命の永遠なるを立証せされたのではないか、かくて来世の存在と霊魂の不滅が、単に吾人の推理的若しくは信仰的憶測に非ずして客観的事実なるは、かゝる実例より来る必然的結論ではないか
　こうして柳宗悦は、「過去の科学」が「科学的見解」の許に「死後の存在」すなわち「来世の存在」や「霊魂の不滅」を否定したのに対して、「新しき科学」はそれを「立証」したと称賛・評価するのである。そして結論部分で、ウイリアム･ジェイムズについて次のように論評している。
　　「恐らくは物質的世界は絶対なものではない」とはハーバートのジエームスが豊なる知識より云ひ放つた言葉である、この断定の裏には心霊の世界が独立的存在を認めそが単に物質の法則によつて説明せらる可きものでない事を意味して居る、而して自分が列記した多くの心霊研究は之が証明の基礎を形造る充分な材料ではあるまいか、（中略）心霊が永遠に其生命を保持すべきは日輪の光々たるそれと同一である、脳とは心霊の作用を表現す可き器官で、物質は之が為に存在せるものである、ジエームズが前述の言葉は此処に於ても意味がある、物質世界を唯一絶対と思惟せる見解は全然誤謬と云はねばならぬ。
と。柳はこうしてウイリアム・ジェイムズの仕事を引き合いに出しながら、心霊及び死後の実在を主張し、論考を次のように結んでいる。
　　而してかゝる実体の一部たる吾等が心霊を外界に表現せんが為に物質は存在するのである自然界に於ける法則とは、要するに宇宙の意志そのものに外ならぬ、かの微細なる原子にもかゝる意志は流れて居る、一切のものは宇宙が心霊の影像である、『自然は内在せる神が出現の啓示である』と云つたロッヂの言葉には深き真理ある、此世界とは要するに宇宙の霊的意志の表現に外ならぬ、此処に於て自分には万有神論（Pantheism）が最も深き意義を有して居る様に思はれる。而して自分には此処に、宗教、哲学及科学が融合せられる可き唯一の最終点がある様に思はれる。
　　而して宇宙の実在の一部たる吾等に死は如何なる意味を有するのであろうか、肉体が死とは心霊を表現す可き器官の死である、而してかゝる器官の死は宇宙の実体死を意味せざる事は明かではないか、死とは単にエネルギーが変化の一現象である、そは唯物質界に於てのみ生ぜらる可き現象である、独立せる心霊は唯死に於て其器官を失へるばかりである、況んや時と処とを越えたる心霊に死は何等の意義を有せずして、残れるものは唯永遠なる生命である、吾等は死によつて宇宙の本体に復帰するのである、そこには時間なく空間なく唯永劫の安住がある、こは人生に与えられたる最も光輝ある帰趣である。
　柳は、一切は宇宙の「心霊の影像」であり、世界とは「宇宙の霊的意志の表現」であると見る。こうして、森羅万象に神や霊魂の宿りと働きを探知する「万有神論（Pantheism）」こそが、世界の実態にもっとも近接した「宗教、哲学及科学が融合せられる可き唯一の最終店」であると結論づける。この汎神論的存在論は、「民藝」を発見した柳宗悦の生涯を貫く思想となり、その旋律は最初期の心霊研究から最晩年の美の浄土論まで柳の著作と活動の通奏低音として鳴り響いている。
3、 その時代の「心霊研究」と「霊学・霊術」
4、 柳宗悦における前期宗教哲学の著作の時代のキーワード
「究境」
「自体」
「真如・即如」
「神秘（神秘道・神秘主義）」
いつも神秘道は神の認識に就て次の四つの信念に活きる。第一は無としての神性、第二は有としての神、第三は神の示現としての人の霊、第四は神と人との直接な融合、即ち神性への復帰である。真諦としての否定が最も鋭く説かれるのは第一の思想に於いてである。行為としての否定が最も鮮かに活きるのは第四の場合である」（『宗教とその真理』全集第2巻、60P）
　「直観とか啓示とかに於て、より鋭く即如は理解されるのである。之は一層直接な知識である。スピノザが『知的愛』と呼んだのは是であらう。愛が深い理解である。芸術はかゝる意味で科学よりも一層鋭い即如への肉薄である」（同上、172Ｐ）
　「之を彼対是と決するのが論理道である。彼即是と観じるのが神秘道である」（同上、326P）
1 否定道 Negative way
2 矛盾道 Contradictory way
3 逆理道 Paradoxical way
4 未生道 Uncreated way
5 象徴道 Symbolic way
6 沈黙道 Silent way（同上、326－327Ｐ）
　「神の観念を離れて、吾々は宗教を思ふ事は出来ぬ。而も神の観念は究竟性と云ふ事を離れては味をなさぬ。（中略）宗教性と云ふ事と究竟性と云ふ事とは不可分離の関係にある。故に宗教哲学の根本問題は究竟性の問題であると云ひ得るであらう」（「宗教の理解」全集第３巻、１１３頁）
「神に関する此小さな本を、今神の御許にゐる吾が子（三男宗法のこと。生後３日で亡くなる）に贈る。短かかりしお前の一生を、此書に於て紀念する事は、お前の父のせめてもの希ひである。（中略）/　お前のお母さんはお前を抱きしめて泣き悲しんだ。生前お前に子守唄すら聞かせて上げる折がなかつたからと云つて、棺にお前を納める時、シューベルトの曲を書き写してお前の胸の中に入れておいた。私がその紙きれを開いて見た時、終わりの方に「之を神様に唱つてお頂きなさい」と記してあつた。お前の二人の小さな兄さん達も同じ唄で幾年かの宵を過ごしてきたのだ。/　神様の膝の上で遊んでゐてくれ。そこから遠くに離れてくれるな。そこよりも安全な場所はない。そうして私が仕事を終へて、お前の所に行く日が来るのを待つてゐてくれ。お前のお母さんも同じ様に云つてゐる」（「神に就て」全集第3巻、171－172頁）
「『神が神を見たらどうであらう。私が見る神と神が見る神とは違ふ筈だ。そうして前者よりも後者の方が一層本質的だ。神に帰て神から神を見なければならない。之が最も基礎的な理解を私に与える』（同上、174P）
「古きデイオニシウス・アレオバヂテの言葉を当て嵌めれば、私は『肯定神学』から『否定神学』に進み、『神秘神学』に入ったのである」（同上、174P）
「神的な愛とは究竟的な愛との意を含みます。（中略）/ 彼の愛は究竟な愛なのです」（同上、309－310P）
5、 柳宗悦が論じなかったもの～たとえば、空海・日蓮と神道および新宗教（これについては西田幾多郎や鈴木大拙もほぼ同様）
6、 １９２６年（大正１５年）の芸術運動～柳宗悦・宮沢賢治・出口王仁三郎
7、 福来友吉の心理学と「千里眼事件」
福来友吉（1869～1952）と柳宗悦（1889～1961）と宮沢賢治（1896～1933）はほぼ同時代を生きた心理学的知のパイオニアである。福来は透視や念写を、柳は感覚転位や精神感応（Telepathy）や透視力（Clairvoyance）や予覚（Premonition）や自働記述(Automatic Writing)や心霊研究や神秘主義を、宮沢賢治は心象スケッチや幻視やテレパシーを探究した。彼らはいずれも密教や浄土教や法華経に深く共感しつつも、それぞれ普遍的で根源的な人間の心の潜在能力の目覚めを確信し、自ら実践的にそれを探究した。そして、福来は財団法人大日本心霊研究所を、柳は日本民藝館を、宮沢は羅須地人協会を設立して、独自の精神世界探究を試みた。その3人の心理学的探究の内実を考察するで、その時代の科学と宗教と芸術との関係を探ってみたい。
①略年譜――福来友吉は、明治2年（1869）11月3日岐阜県高山市に生まれ、明治24年飛騨中学卒業、明治29に第二高等学校を、明治32年に東京帝国大学を卒業。卒業後、大学院に進み、東京帝国大学初代心理学教授元良勇次郎（1858～1912）の下で心理学を学び、明治39年、『催眠の心理学的研究』により文学博士の称号を受け、明治41年東京帝国大学助教授に就任。元良の後継者と目されるが、明治43年の透視（千里眼）実験および明治44年の念写実験で詐欺呼ばわりされ、休職を余儀なくされ、ついに大正4年、東京帝国大学助教授を辞職。その後、高野山宝城院で修行に励む。大正10年、大阪宣真女学校長、大正15年、高野山大学教授、昭和3年1月、財団法人大日本心霊研究所所長、同9月、ロンドンで行われた「国際心霊学大会」に出席し、念写の研究発表をする。昭和15年、高野山大学教授を辞職し、心霊研究に集中する。昭和20年3月、仙台に移住。昭和21年、東北心霊科学研究会顧問に就任。昭和27年（1962）3月13日、82歳で没。
主要著作 
『心理学精義』明治35年、『催眠心理学概論』明治38年 、『催眠心理学』明治39年 、『心理学講義』明治30年 、『教育心理学講義』明治41年、『心理学教科書』明治42年、『透視と念写』大正2年、『心理学審義』大正3年 、『心霊の現象』大正5年 、『生命主義の信仰』大正12年 、『観念は生物なり』大正14年 、『精神統一の心理』大正15年 、『Proeven van Gedachte Grafie　met Japansche Mediums.』　Druk,Amsterdam(1929)、.『Clairvoyance and Thoughto-graphy.』 Rider,London(1931)、『心霊と神秘世界』昭和7年 、『Japan's Greatest Medium Kohichi Mita.』 Psychic Observer,No.325(l952) 
精神物理学（実験心理学）からウィリアム・ジェームズの心理学への共感を経て、催眠研究へ。そして、透視（千里眼）・念写研究からさらに心霊研究へと分け入り、「面白い心」＝「センチメンタル・ポシビリチー」、あるいは「メンタル・ポッシビリチー」を探究する
「千里眼」と「根本識」（識原）
「精神現象固有の研究法によりて出来たる心理学は科学者の定義する科学にならぬであらうけれども、それは精神其物の本性より生ずる結果で、已むを得ざることである」
「超個人的なる精神原理の存在」
・心霊研究→神通力→念力→霊の存在とその活動
「神秘主義を調べて行く間に､従来會て思はなかったことを発見した｡私は以前には神秘主義なるものは西洋でも東洋でも､凡て同一なものであるやうに想像して居た｡所が能く調べて見ると決してさうでない｡神秘主義には二つの大なる型類がある｡一は基督教型で､一は佛教型である｡基督教型の神秘主義は人間と神とを対立させ､人間が神秘意識によりて全知全能の神を直覚し得ると説くのである｡然るに佛教型の神秘主義には顕教型と密教型とあるが､顕教型では神秘世界には無盡の佛がありて､孰れも菩提(ぼだい)智､慈悲心､神通力を具へて居り､而して人間は誰でも修行によりて自ら佛となると説くのである」
「仏教型の神秘主義」＝①菩提智、②慈悲心、③神通力＝「仏の三大本性」
『心霊と神秘世界』 昭和7年（主著。これまでの透視・念写・心霊研究を体系化した）序
　「私は明治四十三年以来の心霊研究によりて､神通力の存在を実験的に証明することが出来た｡神通力とは物理的法則を超越して活動する力である｡而も此の力は人間の心と感應して知的に働くものであるから､之を物理的法則に従って器械的に働く物質力から区別する為めに霊と名けられて居る｡併し更に徹底的に研究を進めて行くと､物質力其物も結局霊の念力によりて顕現されたものにすぎぬと言ふ結論に達することが出来る｡だから宇宙は霊の活動から成って居る｡霊の外に何物もない｡吾人の日々認識して居る物理的現象は霊の活動の一小部分にすぎぬ｡霊の活動の大部は吾人の認識を超越する不可知の世界となって居る｡ 
　併し此の不可知の世界が永劫に不可知として残されるものであるなら､それはカントの説く本体界のやうなもので､唯在りと仮定されるだけで､確に在るものとして学的に証明出来ぬものである。併し私の言ふ不可知の世界とは決してそんな仮定的なものでない｡不可知とは理知主義の認識論者の謂ゆる認識によりては不可知であると言ふにすぎぬ｡理知主義の認識論者は彼等の認識する世界以外のものは到底知ることが出来ぬと定めて居るのだから､斯る論者から言ふと吾人の説く不可知の世界は永劫に不可知の世界である｡併し斯る考へは根本的に間違って居る｡理知主義者の謂ふ認識なるものは人間の霊のほんの上皮の浅薄なる働きにすぎぬ｡精神統一して三摩地に入ると､神秘智が働き出して認識以上の認識をする｡即ち眼によらずして一切を見､耳によらずして一切を聞き､手を延ばさずして物に触れると言ふ神通の働きをなすのである｡それで理知主義の認識論から見て認識超越の不可知の世界も神秘智から見れば可知の世界である｡明目者が盲目者の全く知らぬ世界を見て居るやうに､神秘智を得た人は理知主義の認識論者の全く知らぬ世界を認識して居るわけである｡私は斯る世界を神秘世界と名ける｡此の世界では無盡の霊が神通的に活動して居るのである｡
　上の如く私は神秘世界の存在を認めたのであるが､併し唯それだけでは満足出来ぬ｡更に私は其の世界の光景､即ち無盡の霊が如何に存在し､如何に活動して居るかに就いて研究せねばならぬ。之を研究するに就いて､吾人の相談相手として先づ調べて見たのが西洋の心霊研究家の学説である。所が之は相談相手とするには足らない｡第一､まだ学説らしきものが出来て居ない｡偶に稍学説らしきものがありても､其の思想が科学の理知主義にねばり付いて居て､心霊独爾の神通と言ふことを殆んど全く理解して居らぬ｡神通を理解しないやうな心霊学説は心霊学説としての資格なきものであるから､斯るものは全然吾人の相談相手とするに足らぬのである｡ 
其の次ぎに私の目を付けたのは神秘主義である｡神秘主義とは神秘意識を以て認識超越の世界を実覚することであるから､此の主義こそ吾人の研究の相談相手になるものである｡そこで段々神秘主義を調べて行く間に､従来會て思はなかったことを発見した｡私は以前には神秘主義なるものは西洋でも東洋でも､凡て同一なものであるやうに想像して居た｡所が能く調べて見ると決してさうでない｡神秘主義には二つの大なる型類がある｡一は基督教型で､一は佛教型である｡基督教型の神秘主義は人間と神とを対立させ､人間が神秘意識によりて全知全能の神を直覚し得ると説くのである｡然るに佛教型の神秘主義には顕教型と密教型とあるが､顕教型では神秘世界には無盡の佛がありて､孰れも菩提智､慈悲心､神通力を具へて居り､而して人間は誰でも修行によりて自ら佛となると説くのである｡然るに密教型の神秘主義になると､無盡の佛の実在を説く上に､更に進んで宇宙は佛を容るゝ単なる空間でなくして､無盡の佛を差別功徳智印として自内証中に統一する所の絶対識性即ち絶対心王如来であると説くのである｡基督教型の神秘主義では神を全知全能と見るけれど人間自身に神と同一の菩提智や神通力があるとは説かない｡然るに佛教の神秘主義では人間は本来佛性にして菩提智も､神通力も具へて居るから､修行によりて之を顕発して成佛すべしと説くのである｡
神秘主義には上の如く基督教型と佛教型との二種ある内で､其の孰れが神秘世界の研究の相談相手となるかと言ふに､それは勿論佛教型である｡心霊研究から言へば､人間の霊は本来菩提智と神通力とを具へたものであるけれど､肉身の繋縛に囚はれて居る為めに之を失って居る｡だから人間は修行によりて肉身の繋縛を脱して無罫礙三昧に入れば､本来具有の菩提智と､慈悲心と、神通力とを恢復して佛となるわけである｡それで佛は其の身は認識世界に住して居りながら、其の心は神秘世界に通って居るのである。佛教の経典は人間が斯る修行によりて成佛するまでの転勝過程並に成佛後の安楽地たる神秘世界の記録である｡心霊研究の事実と経典の記録とは互に相待って神秘世界を語るものである｡斯る理由によりて､私は心霊研究の事実によりて佛典を解釈し､其の解釈に基きて神秘世界の光景を叙述することにした｡ 
最後に特に読者の諒解を得て置き度いことは､佛典に対する解釈に於て､私は或る点に於て先輩学者に追従して行かれぬことである｡私の主張する所では菩提智と慈悲心と神通力とが佛の三大本性である。従って佛の境界たる神秘世界を叙述する経典を解釈するのには､此の三大本性を基礎とする神秘主義を以てすべきである｡理知主義の論理を当て嵌めて之を解釈せんとするのは一種の方便にすぎぬ。然るに先輩学者の大多数は菩提智や神通力をそっちのけにして､理知主義の論理によりて思索さへすれば､唯それだけで佛菩薩の実際地が把握されると思って居たやうに見える。例へば龍樹論師の中論と十二門論との如きは理知主義の論理を極端まで押し進めて萬法皆空を証明しようとしたものである｡馬鳴の起信論､護法の唯識論の如きはそれ程でもないけれど、それでも矢張り理知主義の弊竇を脱したものとは謂はれぬ｡斯く多数の先輩学者は理知主義を採って居るのに、私は何処までも神秘主義で行かうとするのである。従って佛典に封する解釈に於て自然大なる相異を来すことは已むを得ぬことである｡それで私は先輩学者の意見如何に拘泥せずして、私は神秘主義の立場から自由に佛典を解釈した所が多いのである｡併し私の解釈は佛教学者の意見とは異って居りても､菩提智を開いて神秘世界に直到された佛菩薩の実際経験とは反りて一致して居るに近いと私かに信じて居る｡
併し私は敢て本書によりて佛菩薩の境界を十分に闡明し得たなどゝ誇称するのではない｡佛菩薩の境界は廣大無邊にして､吾等凡夫を以てしては､考へれば考へる程､難解不可思議の密雲に閉ぢ込められるばかりである｡唯､私は単なる理知主義の論理によりて固められた佛教哲学なるものが､佛菩薩の実覚智から余程遠ざかって居ると言ふ感じに促されて､菩提智､神通力､慈悲心を根柢とする神秘主義の立場から､雲と雲との切れ目からほの見えた大龍王の片鱗を指示したにすぎぬのである｡ 　昭和七年仲秋　箕面山麓寓居に於て

第二編 心霊現象 　第一章　透視 
 　明治四十三年二月以来､私は十人の霊媒に就いて神通現象を研究した｡其内､一人に就いて透視だけを研究し､四人に就いては念写だけを研究し､他の五人に就いては透視と念写とを併せて研究したのである｡此等の研究結果の詳細なる報告に就いては､別に英文で一書を著はし､英国ロンドンの書肆から発行したから､爰では唯研究結果の一部だけを記述するに留める｡ 

 　第一節　御船千鶴子嬢の透視 

 　　御船千鶴子嬢は私の研究した第一番目の透視能力者であると同時に､心霊研究界に最も豊富にして確実なる実験を遺した人である｡ 

 　　第一　透視能カの発現 

 　彼女の透視能カは其の義兄に当たる清原猛雄氏の催眠術によりて誘導されたものである｡清原氏は明治三十六年から熊本市で催眠術の研究に従事して居た｡或る時､氏は千鶴子に催眠術を施し､睡遊状態に導きて､透視の出来ることを暗示したのであった｡恰度､日露戦争の際､例の常陸丸が敵の為めに撃沈された当時のことである｡清原氏は彼女に催眠術を施し､そして同船に第六師団(熊本師団)の兵士が乗り込んで居るや否やを透視することを要求した｡其時､彼女の答へは次の如くであった｡ 
　第六師団の兵士は一旦長崎を出発したけれど､途中故障ありて引き返し､常陸丸には乗り込んで居ない｡上の実験ありて後三日目に､第六師団の出征兵士から熊本の家族へ通信があった｡それによると､上の透視が全く事実と符合して居るのであった｡四十一年七月に至りて､清原氏は千鶴子に向って､深呼吸を行って無我の状態に入らば､萬物悉く透視が出来ると言って､深呼吸を行ふことを彼女に勧めた｡彼女は此の言葉を堅く信じて毎日熱心に深呼吸を行ふのであった｡斯くすること十日程に及んだ時のことである｡或る朝､彼女は何気なく庭前の梅樹を見て､其幹に長さ二分位の虫が数匹居ると言ひ出した｡家人等は樹の傍に近付いて見たけれど､虫は一匹も居ないのであった｡然るに千鶴子は飽くまで虫が居ると言ひ張り､樹皮を剥ぎ去りて､能く検査すべきことを主張した｡そこで家人等は彼女の言ふ通りにして見た所､果して樹皮の下に数匹の虫が居たのである｡ 
 　上の二件によりて千鶴子嬢に透視能力のあることが始めて証明された｡（以下、略）
参考：元良勇次郎の心理学実験「月の錯視実験」（地表からと上空からとでは、月の大きさが異なって見えることの心理学的実験）、「国字問題についての実験的研究」（子供を被験者にして縦書きと横書きのどちらが読み易いかを実験）、「片仮名・平仮名読み書きの難易度に関する実験』（実験結果は、片仮名の読み書きが容易「児童の注意力とその訓練についての実験的研究」（注意練心機・視覚練心機・聴覚練心機等の開発を行い、明治42年、遅性児童教育研究会設立提案を行う）、「白内障患者の視覚に関する実験」「神経伝達の実験」などを行う。著作には、『心理学概論』『教育新論』『倫理学』などがある。なお、大正4年（1915）刊行の『心理学概論』（宝文館）は「幻覚」などについて言及しており、宮沢賢治にも影響を与えた。
福来友吉①心理学と心霊学の狭間で
井上哲次郎は、明治四十三年（一九一〇）九月に同大学の心理学助教授の福来友吉によって行われた御船千鶴子の透視実験に立ち会った。福来は、京都帝国大学医科大学精神病学教室の今村新吉博士と共に東京帝国大学内で公開実験をし、物理学者の山川健次郎博士（後の東京帝国大学総長）や藤教篤らの疑問に答えようとしたが、さまざまな思惑や策謀により十分な実験ができず、決着はつかなかった。
　だがその後、翌明治四十四年一月十七日に藤教篤が報知新聞紙上で超能力実験は手品だと主張したために、騒ぎが大きくなった。この直後に御船千鶴子が服毒自殺し、二ヵ月後に、「念写」能力を持つと話題となっていた長尾郁子も病死し、超能力ブームは去ったのである。

　実は、この福来友吉は、井上哲次郎とほぼ同年齢の東京帝国大学の初代の心理学教授で、日本の心理学（初期には「心物理学」とも「精神物理学」とも言った）の創始者といえる元良勇次郎（１８５８－１９１２）の愛弟子であった。元良は福来に期待を寄せたが、後継者を護ることができず、世を去った。
この福来の透視実験のさ中に、「白樺」同人の柳宗悦は「新しき科学」と題する論考を世に問い、透視や念力などの超能力や心霊研究などの研究を新科学の到来と歓迎し、柳は同年東京帝国大学哲学科に入学した。しかし、この事件の結果、福来のような研究は実質的にタブーとなり、東京帝国大学での心理学は実験心理学一辺倒になり、柳は大学に行くのもいやになるほど、その実験心理学から遠ざかり神秘主義に分け入ることになったのである。この時、福来の研究を東京帝国大学が評価し、入学したての柳宗悦も福来の下で学び、共に研究を推進していたならば、東京帝国大学も日本も超心理学やトランスパーソナル心理学の最先端研究拠点地と化していただろう。残念ながら、実際はそうはならなかったのであるが。
井上哲次郎は、明治四十四年二月、「中外日報」に「千里眼と宗教家」と題する記事を寄稿して、「千里眼」を有する者が観音信仰と関係が深いことを指摘しているが、この時すでに御船千鶴子は自殺し、長尾郁子も窮地に立たされていた。そして、福来友吉はこの実験の真偽を疑われ、詐欺呼ばわりされて、東京帝国大学を辞職する羽目となったのだ。
後年、福来は『心霊と神秘世界』の中で、「御船千鶴子嬢は私の研究した第一番目の透視能力者であると同時に､心霊研究界に最も豊富にして確実なる実験を遺した人である」、「私の研究した二番目の神通力者は､丸亀市の長尾郁子夫人である｡彼女は透視能力者としてよりも､念写実験の元祖として心霊研究史上に不朽の名を留むべき人である」と顕彰している。
　福来友吉は、明治二年（一八六九）に飛騨高山に生まれた。第三高等中学校に入学したが、第二高等学校に転校し、明治二十九年に東京帝国大学哲学科に入学、卒業後、大学院に進み、元良の下で心理学を学び、変態心理学や催眠現象の研究に取り組んだ。明治三十九年（一九〇六）、『催眠の心理学的研究』で文学博士号を授与され、明治四十一年に同大学助教授に就任し、元良の後継者と期待されるが、当時注目を浴びていた「千里眼」の実証的研究に取り組もうとして、猛烈な反発を受けて辞職。しかしその後も念写などの研究を続け、大正八年（一九一九）には高野山で密教を修行し、大正十五年から昭和十五年まで高野山大学教授を務めている。その間に、財団法人大日本心霊研究所の所長も務め、昭和三年にはロンドンで行われた国際心霊学大会に、日本から浅野和三郎と共に参加し、念写の研究を発表した。
　福来友吉の取り組んだ「変態心理学」は近代日本の大学や学会の「心理学」の枠組みを大きく逸脱していくものであったが、それはしかし、今なお未解決の「こころ」の諸領域と諸機能に対するまっとうな好奇心に基づく勇猛果敢なる開拓であったといえるだろう。
　福来友吉は東京帝国大学を辞職した直後であろうか、「中外日報」紙の大正三年七月一日と二日に、「余が信仰の経歴」と題する上下二回の連載エッセイを寄稿している。福来の「中外日報」初登場は、これに先立つ四年前の明治四十三年（一九一〇年）五月二十七日に「面白い心」と題する連載を五回に分載している。同年十一月には『メンタル・ポッシビリチー』を二回に分けて連載し、以後、三十数回に及ぶエッセイや論考を寄せている。
　「面白い心」は「センチメンタル・ポシビリチー」と題した講演録である。ちょうどこのころ、福来の千里眼実験が行われて話題になっていた。その講演録で福来は、「千里眼」について言及し、それを「仏教でいふ根本識、自分は識原と名ける。吾々の五感はなくとも、識原にかへればちやんと見いもし、問いもするのである。近頃熊本の女が来ているのを実験してゐるのであるが、彼の女はハンカチフを四枚も五枚も重ねて包んだ名刺を上からだだんだん読むことができる」と言っている。
　興味深いのは「千里眼」を仏教の「根本識」すなわちアーラヤ識と結びつけて、さらにそれを自分の言葉で「識原」、つまり認識の根源と位置づけていることである。ということは、福来にとって、「千里眼」とは単なる超能力ではないということになる。千里眼＝透視能力の研究は、認識の根源にあるものを探り、その人間の潜在能力の可能性、すなわち、「センチメンタル・ポシビリチー」や「メンタル・ポッシビリチー」を探求することにほかならなかったのである。
　ここで、福来は「千里眼」を得るためには「無我」にならなければ達成できないと指摘している。「平生の習慣に依る所の五官の力を仮りずに、真の無我に入れば、或る一種の能力を得ることが出来る」と述べている。「千里眼」と瞑想、また無我などの悟りの境地と天眼通などの神通力とは切り離すことの出来ない人間の潜在能力だったのである。
さて上記の「余が信仰の経歴」は、福来の学問と宗教の遍歴を告白したもので、「中学時代に於ける余は物質主義者無神論者であつた。此は余が生来実験的事業を重んずるの性質を具へ居る所から来た結果であると思ふ」という文章から始まる。
　福来は自分の「物質主義者」ぶりを次のように回顧する。当時の学問で「実験的事業」を重視する自分の性質に合致したのは「唯物理学」と「数学」の二科目だけであった。そこで、卒業後は物理学を専攻してみようかとも思っていた。中学卒業後、デカルトやスピノザの「神に関する理論」を読んで、「能くも斯んな空論に耽ることが出来るもんだ」と呆れ、哲学者はなんて「つまらぬもの」かと思った。ただ、スペンサーの社会学や心理学は、「多数の実例を列挙して一歩一歩理論を証明してゐるので、実に面白いものであると感じた」。特に心理学は哲学よりよほど「確実なもの」と思い、物理学と心理学の両方に関心を抱き、東京帝国大学文科大学に入学後は「精神物理学（実験心理学の名）に惚れ込んで、是非夫れを研究して見ようと決心した」のである。
　こうして福来は、「精神上の事実が物理学的方法で、最も確実に研究出来るのであると思つて非常なる希望を抱いて夫れに手を着けた」が、結果は、「斯る研究は精神の極めて皮相なる部分に触れる丈のもので、道徳や宗教や芸術の如き重要なる精神問題と没交渉であると感じた」のである。
　大学卒業を、福来はウィリアム・ジェームズの心理学を熟読し、精神現象にはそれ「固有の研究法」があるのではないかと考えるようになった。そしてそのような「精神現象固有の研究法によりて出来たる心理学は科学者の定義する科学にならぬであらうけれども、それは精神其物の本性より生ずる結果で、已むを得ざることである」という認識に至り、さらに「超個人的なる精神原理の存在」に行き当たる。まさに福来は今日に言うトランスパーソナル心理学の問題に直接し、そこから「心霊現象を研究する」道に突入していったのである。
　福来友吉は、明治四十三年（一九一〇）に、写真機を使わずにただ心の中でイメージを念ずることによって写真のフィルムにそのイメージを感光し写し出す「念写」を発見した。この「念写」の「発見」にはどのような意味があったのだろうか？
　もちろん、それまで長い間、「霊力」や「法力」や「神通力」についての概念と信念と信仰はあった。だが、福来の「念写」の研究は、その「信念」を「実験」による「科学的認識」に変えようとしたところに新しい意義と時代的価値があった。そして彼の悲劇は、強力な抵抗勢力に阻まれて、彼が企図したコペルニクス的転換とも言える「科学的認識」への「転換」が起こりえなかったことにあった。福来友吉はパイオニアが常に曝される世の中の「常識」という抵抗勢力の猛反撃にあったのである。今も昔も、世の中にも科学や学問にも「常識」や「定説」があり、それを疑い、破壊しようとするものを撲滅しにかかる。
　だが福来は自分の獲得した「認識」を曲げることなく、生涯保ち続け、さらなる探究を続け、昭和七年（一九三二）には詳細な「念写」研究の跡付けを含む『心霊と神秘世界』と題する集大成的大著を心交社から上梓した。興味深いのはその「制作」が「現代霊学研究会」とされているところである。福来はまさに「現代」の「霊的認識」の探究としての「霊学」を究めようと格闘した。
福来は『心霊と神秘世界』「序」の冒頭で、「私は明治四十三年以来の心霊研究によりて､神通力の存在を実験的に証明することが出来た｡神通力とは物理的法則を超越して活動する力である｡而も此の力は人間の心と感應して知的に働くものであるから､之を物理的法則に従って器械的に働く物質力から区別する為めに霊と名けられて居る｡併し更に徹底的に研究を進めて行くと､物質力其物も結局霊の念力によりて顕現されたものにすぎぬと言ふ結論に達することが出来る｡だから宇宙は霊の活動から成って居る｡霊の外に何物もない｡吾人の日々認識して居る物理的現象は霊の活動の一小部分にすぎぬ｡霊の活動の大部は吾人の認識を超越する不可知の世界となって居る」と述べている。
　つまり、「心霊研究→神通力→念力→霊の存在とその活動」という方向で福来の研究は深化発展したということである。が、これはアカデミズムの猛烈な反撥を食った。不思議なことに今も昔も「霊」の存在を認めない「科学的立場」があるのだ。だが、それを「科学」といえるだろうか？　まさに福来がやろうとした探究が「科学」ではないだろうか？
　問題は、その「実験」や「証明」であるが、この点で福来は「心」の領域の研究の微妙さと難しさに行き当たった。福来は「理知主義の認識論者」の誤りと浅薄さを指摘し、「理知主義者の謂ふ認識なるものは人間の霊のほんの上皮の浅薄なる働きにすぎぬ｡精神統一して三摩地に入ると､神秘智が働き出して認識以上の認識をする｡即ち眼によらずして一切を見､耳によらずして一切を聞き､手を延ばさずして物に触れると言ふ神通の働きをなすのである｡それで理知主義の認識論から見て認識超越の不可知の世界も神秘智から見れば可知の世界である」と主張する。こうして福来は、果敢に「神秘智」や「心霊学説」や「神秘主義」の世界に参入し、「神秘主義を調べて行く間に､従来會て思はなかったことを発見した｡私は以前には神秘主義なるものは西洋でも東洋でも､凡て同一なものであるやうに想像して居た｡所が能く調べて見ると決してさうでない｡神秘主義には二つの大なる型類がある｡一は基督教型で､一は佛教型である｡基督教型の神秘主義は人間と神とを対立させ､人間が神秘意識によりて全知全能の神を直覚し得ると説くのである｡然るに佛教型の神秘主義には顕教型と密教型とあるが､顕教型では神秘世界には無盡の佛がありて､孰れも菩提(ぼだい)智､慈悲心､神通力を具へて居り､而して人間は誰でも修行によりて自ら佛となると説くのである」と述べるに至る。
　福来は①菩提智、②慈悲心、③神通力を「仏の三大本性」として、「仏教型の神秘主義」の内奥に迫り、そこから「現代霊学」を浮かび上がらせようと挑戦し続けたのである。その福来の勇猛心と「認識の戦士」としての戦いぶりに敬意を表したい。
1910年の「ハレー彗星インパクト」と保坂嘉内と石川啄木と大逆事件
盛岡高等農林（現在の岩手大学農学部）時代の宮沢賢治の親友として知られる保坂嘉内は、このハレー彗星を甲府中学の寮があった甲府城付近から見て、「『まるで夜行列車のようだ』と心を躍らせた」という（2010年5月24日付朝日新聞記事）。このとき13歳の保坂嘉内はハレー彗星の飛来の様子をスケッチに描いている。それは、南アルプスの薬師岳、観音岳、地蔵岳の三つのピークをオレンジ色の筋を引きながら飛び越えて甲斐駒ケ岳の山頂の上空に至ろうとする瞬間を描写している美しくも雄大な光景である。ハレー彗星の到来が13歳の少年の心に大きな印象を与え、のちに盛岡高等農林に進学して宮沢賢治と出逢ったとき、同年齢の宮沢賢治にこの図を見せてハレー彗星の体験の神秘を熱っぽく語ったであろうことが想像される。このときの強い印象が種の一つとなって、宮沢賢治の『銀河鉄道の夜』が構想されていったことも興味深い事実である。保坂嘉内はそのスケッチの中に、「銀漢ヲ行ク彗星ハ　夜行列車ノ様ニニテ　遥カ虚空ニ消エニケリ」と書き入れている。まるで、『銀河鉄道の夜』そのものである。
このハレー彗星騒動につづく大逆事件騒動にいたく心を動かされた石川啄木は、同年8月下旬に評論「時代閉塞の現状」を執筆している。その副題を啄木は、「強権、純粋自然主義の最後および明日の考察」としている。副題が端的に示しているように、啄木にとって大逆事件における「強権」の発動、また「純粋自然主義」の自己否定的傾向をともに悲観しつつ「明日の考察」の必要を熱っぽく論じている。「明日の考察！　これじつに我々が今日においてなすべき唯一である、そうしてまたすべてである。（中略）いっさいの空想を峻拒して、そこに残るただ一つの真実――「必要」！　これじつに我々が未来に向って求むべきいっさいである。我々は今最も厳密に、大胆に、自由に『今日』を研究して、そこに我々自身にとっての『明日』の必要を発見しなければならぬ。必要は最も確実なる理想である」と。要するに、啄木は、「明日の考察」と「明日の必要の発見」を通して「時代閉塞」を突破しようともくろんだのである。
　1910という年には、「白樺」派の旗揚げ、鈴木大拙訳によるスェーデンボルグ『天界と地獄』の翻訳、東京帝国大学心理学助教授の福来友吉による透視や念写の超能力実験が行われ、「閉塞」状況の内面突破とでもいうべき動きが起こっていた。それは百年前の“スピリチュアル・ブーム”であったといえる。そのような中で、同年に京都帝国大学助教授に転任した西田幾多郎は翌年1月に『善の研究』を出版した。それは「純粋意識」の考察を通して「時代閉塞」の内面突破をはかった試みであった。
　この1910年（明治43年）の4年後の1914年（大正3年）に第一次世界大戦が始まり、その5年後の1919年（大正8年）に大戦が終わり、日本は戦勝国となった。その年に、純正日蓮主義を掲げた田中智学が『毒鼓』を創刊し、「食」による「霊化」をはかり、その思想と実践は宮沢賢治に決定的な影響を与えた。
1 宮沢賢治に影響を与えた田中智学の食思想と「食の霊化」
2 大正8年11月『毒鼓』創刊＜「毒鼓」といふことは、日蓮主義の一番正しい「化導方法（おしえかた）」の名目でありまして、日蓮主義の教といふものは「毒鼓」といふ意味でなければならないといふ事柄が、日蓮上人の指南せられたことであります。＞
3 大正9年、日刊紙『天業民報』発刊
4 同年11月3日、田中智学「宣言――日本国体の研究を発表するに就いて」（『日本国体の研究』に収録）
＜明治神宮奉鎮の吉日、我近く吾が四十年来の冷暖を経たる「日本国体の研究」を世に発表すべきことを宣言す。あゝ時は来れり！　世界を挙げて日本国体を研究せよ。
　惟ふに日本国体とは道也、道とは真理の実行にして其の帰趨を定むるの謂也。理にて在ては真といひ、道に在ては正といふ、「養正の心」是也、道は諸の善を摂す、故に「積慶」といふ、又諸の智を返む、故に「重暉」といふ、即天地の公道にして、人類の斉しく籍るべき攸、但日本特り世界に率先して之を伝へ、世界を代表して之を持す、因て称して日本国体と曰ふと雖、道は即、是世界の道也。
　由来人は道の器にして食の器に非ず、而も食を以て人を解するは、是人を以て禽獣と為すなり、凡古今世界の嘗め来れる、所有酸苦紛争殺伐の歴史は、咸この食を道に易へ、人を獣化したる悪解釈の反映に非ざるは莫し、慄るべきは思想の錯誤なり、人類は長き間の惨血と悶とによりて、既に争に厭きたり、今後の問題は、如何にして正しく生き安く住せん乎に存ス、其の決は唯食を去て道に就くに在り、道下に食あり食下に道なし、道を離るゝ時、食は道と俱に亡し、食を舎つる時、道は食と俱に栄ゆ、物心内に融して争なく、秩序外に整ひて平和あり、斯の道久しく人を待つ。（中略）
　……是の故に日本には階級あれども闘争なし、人或は階級を以て闘争の因と為す、然れども闘争は食に在て階級に関らず、日本が夙く世界に誨へたる階級は、平等の真価を保証し、人類を粛清せんが為に、武装せる真理の表式なり、吁、真の平等は正しき階級に存す、人生資治の妙、蓋斯に究る。
　現代文明の欠陥は、物と心との生起を暁らず、道と食との本末を誤れるに在り、夫物心相克は破壊と堕落とを産み、物心相生は建立と向上を賚す、独り物心円融の妙を将ちて、これに無限の性命を孚与するものは、日本国体の君臣道なり、想ふに是漸く粉雑荒乱の夢より覚めんとする現代が学ぶべき、唯一の新課目なり、あゝ時は来たれり！　世界を挙げて日本国体を研究せよ。
　　　　　　　大正九年十一月三日　　　智学　田中巴之助敬白
5 宮沢賢治は、大正9年（1920）11月に国柱会に入会する。
6 田中智学『日本国体の研究』「第二章　道の国、日本！」「第三章　道と食」（食物本位の見解、食は争を伴ふ、権利思想は争の思想なり、浅薄なる権利思想、権利亡国論、食下に道なし、道下に食あり）。ここで、田中智学は「食本位」から「道本位」への大転換を主張。
7 ＜食を本領とするか、方便とするかで、人間生活の真価が定まる、食物本位の考へからいふと、禽獣生活も神聖なるものとなる、「道」を本位とする方から言えば、「禽獣生活」と「人間生活」とは、全然別なものとなる、柔かく言へば、「禽獣生活」は、消極的生活であって、「人間生活」は積極的生活である、「消極的生活」の目的は、活きてさへ居れば其れで可いといふことになる、「積極的生活」は、意義のある活き方をせねばならぬ、活きるためにといふのではなくて、或ることの為めに活きねばならぬといふのが原則である。（中略）食物を方便とする側では、その方便は、何の方便であるかといふと、すぐに「道」の方便だと言はずに、これを「人生の方便」だといふ、そうして其の「人生」といふことの中に「道」がある、而もその「道」は人生の中心を為して居る、要するに其「道」の為めの人生で、その人生に必要なる「食」といふことにある、勿論、「食」を無視するのではない、「食」を霊化するのである。＞（「道と食」）
8 ＜権利の思想は争ひの思想から来り、その争ひは根元「食」本位から来り、その「食」本位は、自我本位から来り、互いに相就し、相幇けて、荒乱の世を造り、濁乱の人を造つたのである、而も此自我本位の思想は、自発的に発するよりも、生活問題から訓致されて来る場合が多い、即ち自我が直に「食」本位に転じて来るのである。（中略）「争ひ」を善導する法！　それは「食本位」の観念を去つて、「道本位」の観念に改めるの外はない。（中略）「道」に生きるものは、「食」を本位としない、「食」は大々的必要ではあるが、それは「道」を必要とする上に於てのみ必要である。いかんとなれば、人は「道」の人であるが故に、何でも「道」のために生きねばならぬ、その生の為めに食は必要となる、みづから求めずとも、天地の自然も敬んで、これに食を献ぜねばならぬ、「人が養はねば天が養ふ」とはこれだ。
　「食」を振出しにして又「上り」にして居る「食本位」の成れの果は、生くべき食の為めに、遂に死んだり殺したりする迄の滅亡性をもつて居る、即ち「食の下に道なし」である、一転して言へば、「食の下に生なり」といふことになる、馬鹿らしい話だ、「道」を本位とするものは、食を念頭にせずとも、「正しく生き安く居る」ことが出来る、即ち「道」の下に「食」ありである。＞（「食下に『道』なし」）
宮沢賢治の「食」と「農」と「すきとおったほんたうのたべもの」
①『注文の多い料理店』注文チラシの宣伝文句
「イーハトヴは一つの地名である。強て、その地点を求むるならばそれは、大小クラウスたちの耕してゐた、野原や、少女アリスが辿つた鏡の国と同じ世界の中、テーパンタール砂漠の遥かな北東、イヴン王国の遠い東と考へられる。／実にこれは著者の心象中に、この様な情景をもって実在したドリームランドとしての日本岩手県である。／そこでは、あらゆる事が可能である。人は一瞬にして氷雲の上に飛躍し大循環の風を従へて北に旅する事もあれば、赤い花杯の下を行く蟻と語ることもできる。／罪や、かなしみでさへそこでは聖くきれいにかゞやいてゐる。／深い海の森や、風や影、月見草や、不思議な都会、ベーリング市迄続く電柱の列、それはまことにあやしくも楽しい国土である。この童話集の一列は実に作者の心象スケッチの一部である。」「これは田園の新鮮な産物である。われらは田園の風と光との中からつやゝかな果実や、青い蔬菜と一諸にこれらの心象スケッチを世間に提供するものである。」
②『注文の多い料理店』（大正１３年）序
わたしたちは、氷砂糖をほしいくらいもたないでも、きれいにすきとおった風をたべ、桃いろのうつくしい朝の日光をのむことができます。
　またわたくしは、はたけや森の中で、ひどいぼろぼろのきものが、いちばんすばらしいびろうどや羅紗や、宝石いりのきものに、かわっているのをたびたび見ました。
　わたくしは、そういうきれいなたべものやきものをすきです。
　これらのわたくしのおはなしは、みんな林や野はらや鉄道線路やらで、虹や月あかりからもらってきたのです。
　ほんとうに、かしわばやしの青い夕方を、ひとりで通りかかったり、十一月の山の風のなかに、ふるえながら立ったりしますと、もうどうしてもこんな気がしてしかたないのです。
　ほんとうにもう、どうしてもこんなことがあるようでしかたないということを、わたくしはそのとおり書いたまでです。
　ですから、これらのなかには、あなたのためになるところもあるでしょうし、ただそれっきりのところもあるでしょうが、わたくしには、そのみわけがよくつきません。なんのことだか、わけのわからないところもあるでしょうが、そんなところは、わたくしにもまた、わけがわからないのです。
　けれども、わたくしは、これらのちいさなものがたりの幾きれかが、おしまい、あなたのすきとおったほんとうのたべものになることを、どんなにねがうかわかりません。 
　　　　　大正十二年十二月二十日　　　　　　　　　　　　　　　　宮　澤　賢　治
③『農民芸術概論綱要』（大正１５年、１９２６年）
序論……われらはいっしょにこれから何を論ずるか……
おれたちはみな農民である　ずゐぶん忙しく仕事もつらい
もっと明るく生き生きと生活する道を見付けたい
われらの古い師父たちの中にはさういふ人も応々あった
近代科学の実証と求道者たちの実験とわれらの直観の一致に於て論じたい
世界がぜんたい幸福にならないうちは個人の幸福はあり得ない
自我の意識は個人から集団社会宇宙と次第に進化する
この方向は世界が一の意識になり生物となる方向にある
正しく強く生きるとは銀河系を自らの中に意識してこれに応じて行くことである
われらは世界のまことの幸福を索めよう　求道すでに道である
④「生徒諸君に寄せる」（前略）
新らしい時代のコペルニクスよ/余りに重苦しい重力の法則から/この銀河系統を解き放て
新たな時代のマルクスよ/これらの盲目な衝動から動く世界を/素晴しく美しい構成に変へよ
新らしい時代のダーウヰンよ/更に東洋風静観のキャレンヂャーに載って/銀河系空間の外にも至って/更にも透明に深く正しい地史と/増訂された生物学をわれらに示せ/衝動のやうにさへ行はれる/すべての農業労働を/冷く透明な解析によって/その藍いろの影といっしょに/舞踊の範囲に高めよ
新たな詩人よ/雲から光から嵐から/新たな透明なエネルギーを得て/人と地球にとるべき形を暗示せよ
大本教における食と農
①「いまの世は、金でおさまるようにおもうでおるが、金は世のほろびのもとであるぞよ。根本から立替えるぞよ。／大地からあがりたものを、たいせつにいたさねば、金では世はおさまらぬぞよ。」（「大本神諭」明治25年）
②「金銀を用いでも、けっこう大地から、あがりたもので、国々の人民が生活るように、気らくな世になるぞよ。衣類、たべもの、家、倉までも改えさして、ぜいたくなことはいたさせんぞよ。世界中そろうて喜こぶようにいたさねば、神国とはもうされんぞよ。」（明治26年旧7月12日）
③「日本の人民よ、けっこうな田地に本苗をつくりて、かんじんの食べものをおろそかにいたして、このけっこうな土地を草生やさしたり荒らしたり、屋敷のうちに草生やすようなことでは、いつか食べるものに不自由することがまわりてくるぞよ。」（明治36年旧3月20日）
④「ここまでこの世界をこしらえて、世界の人民になにも不自由のなきように、日本の国には、五穀、早生物、菜園物、生り果物から、草木、山には木の葉であろうと、なにから何まで、つつましういたして、まつべていただけば、日本は日本で結構にいけるように、神から飯糧はさずけてあるぞよ。」（明治36年旧11月17日）
⑤「何なりとお土を一鍬でもおこして、お土を大事にいたして食べるものを作りておくがよいぞよ。そうすれば食べ物に不自由はさせんぞよ。自然に出来るように思うて食べ物を粗末にいたしたら、一代にいちどは不自由なことがまわりてくるぞよ。」（大正3年旧9月12日）
⑥「日本は神国の霊主体従であるから、土壌を大切に致して、一鍬でも草を生やして荒らす事は成らんと云ふ事が、筆先で初発から知らして在るぞよ。」（「神霊界」大正7年4月15日号）
宮沢賢治の作品にみられる《心》と心理学」
　宮沢賢治が「心」をどのように捉え、それを作品中にどう表現していたかを考えてみたい。まず最初に考えるべきは、『春と修羅』が「詩集」ではなく「心象スケッチ」と呼ばれていたことの意味である。宮沢賢治はいったいどのような意味で「心象スケッチ」という聞きなれない言葉を用いたのだろうか。大正十四年（一九二五年）二月九日、賢治は年少の友人森佐一に次のような手紙を出している。長くなるが引用しておこう。
「前に私の自費で出した『春と修羅』も、亦それからあと只今まで書き付けてあるものも、これらはみんな到底詩ではありません。私がこれから、何とかして完成したいと思って居ります、或る心理学的な仕事の支度に、正統な勉強の許されない間、境遇の許す限り、機会のある度毎に、いろいろな条件の下で書き取って置く、ほんの粗硬な心象のスケッチでしかありません。私はあの無謀な『春と修羅』に於て、序文の考えを主張し、歴史や宗教の位置を全く変換しようと企画し、それを基骨としたさまざまの生活を発表して、誰かに見てもらいたいと、愚かにも考えたのです。あの篇々がいいも悪いもあったものではないのです。私はあれを宗教家やいろいろの人たちに贈りました。その人たちはどこも見てくれませんでした。」（『校本宮沢賢治全集』第十三巻、二二〇頁、筑摩書房）
ここで賢治は、『春と修羅』は「詩」ではなく、「心象スケッチ」にすぎないというのだが、それは「或る心理学的な仕事の支度」のための下書きのようなものだと位置づけられている。この「或る心理学的な仕事」とはいったい何だったのだろうか？　
大胆な推測であるが、それは透視やテレパシーなどの、いわゆる超心理学的な現象の解明の仕事だったのではなかろうか。というのも、『春と修羅』の「序」の最後のパートに「これらの命題は／心象や時間それ自身の性質として／第四次延長のなかで主張されます」と記され、また『銀河鉄道の夜』第三次稿に出てくるブルカニロ博士はジョバンニにテレパシー実験をしているからである（だが、この場面は第四次稿ではすべて削除されている）。ブルカニロ博士はジョバンニに次のように語る。
「ありがたう。私は大へんいゝ実験をした。私はこんなしづかな場所で遠くから私の考を人に伝へる実験をしたいとさっき考へてゐた。お前の云った語はみんな私の手帳にとってある。さあ帰っておやすみ。お前は夢の中で決心したとほりまっすぐに進んで行くがいゝ。そしてこれから何でもいつでも私のとこへ相談においでなさい。」
　『春と修羅』で言う「第四次延長」とブルカニロ博士が言う「実験」とは密接につながっていると思うのだ。それは時空融合するテレパシックな認知のありようである。博士の「実験」は「遠くから私の考を人に伝へる実験」とされるが、だとすればそれはまさしくテレパシーの実験である。賢治はこのような「実験」を含む「或る心理学的な仕事」の実行を構想していたのではないだろうか。そうだとして、そのような構想はどのようにして宮沢賢治の内に宿ったのか。
植田敏郎は『宮沢賢治とドイツ文学　＜心象スケッチ＞の源』（大日本図書、一九八九年）の中で、宮沢賢治が日本に心理学という学問を導入した東京帝国大学文科大学心理学教授の元良勇次郎の『心理学概論』の影響があったことを指摘している。実は、この元良勇次郎の愛弟子が「千里眼事件」で東京帝国大学助教授を辞任することになった福来友吉であった。内界現象の解明を標榜した初期の心理学において、透視や念写は人間の持つ不思議な心的能力を実験的に解明するまたとない「現象」であった。福来は二度に渡る「千里眼」の公開実験を実施するが、それが「手品」であると疑われ、その疑惑を晴らすことができぬまま東京帝国大学助教授の座から追放された。明治四十四年（一九一一年）のことであった。
宮沢賢治はこの事件の頃、盛岡中学に在学する十五歳の少年であった。おそらく、賢治は心霊研究や超能力研究を含む新しい心理学の動向に熱いまなざしを寄せていたであろう。そうでなければのちに『銀河鉄道の夜』で、そのような「実験」場面を描こうとはしなかっただろう。
賢治は先の手紙の中で、『春と修羅』の「序」において、この「心象スケッチ」が「歴史や宗教の位置を全く変換しようと企画し」た、実に大胆な野心を持ったものだと述懐している。そして、「それを基骨としたさまざまの生活を発表して、誰かに見てもらいたい」と述べている。だが、「宗教家」もその他の人々も「どこも見てくれませんでした。」と落胆を隠さない。誰にもわかってもらえない「心象スケッチ」の「第四次延長」。ここに言う、「歴史や宗教の位置を全く変換」するとは、どのようなことだったのだろうか。それは、『春と修羅』で主張した「第四次延長」という意識の高次元の認知のありようではなかったか。
大正十五年（一九二六年）、宮沢賢治は花巻農学校教諭を辞職して、羅須地人協会を設立し、そのマニフェストとして『農民芸術概論綱要』を書き上げた。その中で、賢治は繰り返し「意識」および「無意識」という語を用いてその進化（深化）と開放を説いている。
「自我の意識は個人から集団社会宇宙と次第に進化する／この方向は古い聖者の踏みまた教へた道ではないか／新たな時代は世界が一の意識になり生物となる方向にある／正しく強く生きるとは銀河系を自らの中に意識してこれに応じて行くことである」
　まず冒頭部で、「意識」の「進化」発展がイメージされ、それが「古い聖者」の実践しまた「教へた道」であるとする。それは、「宇宙」や「銀河系」に向かって「進化」し、それに感応していく道である。それはまた、『春と修羅』の「序」で提起した「第四次延長」の別の表現ではないか。
「農民芸術とは宇宙感情の　地　人　個性と通ずる具体的なる表現である／そは直感と情緒との内体験を素材としたる無意識或は有意の創造である」、「感受の後に模倣理想化冷く鋭き解析と熱あり力ある綜合と／諸作無意識中に潜入するほど美的の深と創造力はかはる／機により興会し胚胎すれば製作心象中にあり／練意了って表現し　定案成れば完成せらる／無意識即から溢れるものでなければ多く無力か詐偽である」
「意識」は「宇宙」に向かって伸びてゆき、そして「宇宙感情」は「直感」や「無意識」に宿る。ここでは、「農民芸術」が「無意識」の底に深く潜り込み、その扉を開け、その力とイメージを開放する「創造」のわざであることが提唱されている。
宮沢賢治は「心」のはたらきを、このような「心象スケッチ」や「無意識」の「第四次延長」として捉えていたのだ。それは、躍動する想像力であり、「心の深部」において万人に共通するかたちなのである。このような一種の元型的なイメージの作用の実感はユング心理学にきわめて近い捉え方である。
『注文の多い料理店』の注文チラシの宣伝文句を賢治はみずから次のように記した。
「イーハトヴは一つの地名である。強て、その地点を求むるならばそれは、大小クラウスたちの耕してゐた、野原や、少女アリスが辿つた鏡の国と同じ世界の中、テーパンタール砂漠の遥かな北東、イヴン王国の遠い東と考へられる。／実にこれは著者の心象中に、この様な情景をもって実在したドリームランドとしての日本岩手県である。／そこでは、あらゆる事が可能である。人は一瞬にして氷雲の上に飛躍し大循環の風を従へて北に旅する事もあれば、赤い花杯の下を行く蟻と語ることもできる。／罪や、かなしみでさへそこでは聖くきれいにかゞやいてゐる。／深い海の森や、風や影、月見草や、不思議な都会、ベーリング市迄続く電柱の列、それはまことにあやしくも楽しい国土である。この童話集の一列は実に作者の心象スケッチの一部である。」
　この「著者の心象中に、この様な情景をもって実在したドリームランド」とは、まさに元型的世界直感であったといえる。そしてそれは、単なるファンタジーではない。深層のリアルなのだと賢治は言う。「これらは決して偽でも仮空でも窃盗でもない。多少の再度の内省と分析とはあつても、たしかにこの通りその時心象の中に現はれたものである。故にそれは、どんなに馬鹿げてゐても、難解でも必ず心の深部に於て万人の共通である。」
　そのような認識を持って賢治はこの「心象スケッチ」を一種の“たべもの”として世に送り出す。「これは田園の新鮮な産物である。われらは田園の風と光との中からつやゝかな果実や、青い蔬菜と一諸にこれらの心象スケッチを世間に提供するものである。」
　賢治が言うように、『春と修羅』も『注文の多い料理店』も「心象スケッチ」ではあるが、同時にそれは「つやゝかな果実や、青い蔬菜」のような「田園の新鮮な産物」なのである。
　それは賢治が自分の「心」の内で創作したようなものではない。むしろ、そこに果物や野菜のように生っている食べ物のようなものなのだ。だからこそそのことを、『注文の多い料理店』の「序」で、「これらのわたくしのおはなしは、みんな林や野はらや鉄道線路やらで、虹や月あかりからもらってきたのです。／ほんとうに、かしわばやしの青い夕方を、ひとりで通りかかったり、十一月の山の風のなかに、ふるえながら立ったりしますと、もうどうしてもこんな気がしてしかたないのです。／ほんとうにもう、どうしてもこんなことがあるようでしかたないということを、わたくしはそのとおり書いたまでです。」と書き記すのだ。それは、そこに生っているものを「もらってきた」お話なのだ。
　その「おはなし」が「すきとほったほんとうのたべもの」になることを願って、賢治はこの『注文の多い料理店』を“出荷”した。「けれども、わたくしは、これらのちいさなものがたりの幾きれかが、おしまい、あなたのすきとおったほんとうのたべものになることを、どんなにねがうかわかりません。」という願いと共に。
宮沢賢治という人は、「わたくしといふ現象」を「あらゆる透明な幽霊の複合体」と捉えていた人である。それゆえ、その「幽霊の複合体」の「心」はあらゆるレベルにまたがり、“複合心”を成していると考えていた。その“複合心”のはたらきと現れが「心象スケッチ」や「第四次延長」となるのである。わたしたちは現在なお宮沢賢治が勇敢にも摑もうとしていた「或る心理学的な仕事」を、いまだ十分に摑み切っていないのである。
　「＜心＞と＜神秘世界＞――福来友吉・柳宗悦・宮沢賢治の『心理学』的探究」
柳宗悦
業績――「白樺」派の精神である人道主義と普遍主義的地域主義を生涯にわたって貫き、展開した。偏狭なナショナリズムに回収されることのない多様な民族文化美を発見し、その価値を世界に向けて発信する。生涯を貫く柳の思想は「万有神論」（Pantheism）にあった。森羅万象に神宿るという“八百万主義”が、無名の陶工たちの無心のものづくりの中に神宿る美を感得し、「民藝」運動として結実した。最初期の「心霊研究」がウイリアム・ブレイクの「神秘主義研究」を介して、朝鮮の白磁などの造形美の世界や、また木喰上人から「民藝」の世界へと通じていった。ブレイクは「心霊家」でもあり、「神秘家」でもあり、画家・詩人であった。柳の探究は直観と理性をつなぐ想像力の問題から始まっている。
1 心霊研究
2 神秘主義研究（特に、ウイリアム・ブレイク研究）
3 民族文化美の研究と評価（特に、朝鮮文化美、後に、アイヌ文化美、沖縄文化美）
4 民芸美の研究と評価と運動
5 仏教美の研究と評価（美信一如論、特に、妙好人評価）
6 柳兼子夫人との協働（声楽家,晩年女性として初めて芸術院会員となる。享年９２歳）
柳宗悦略年譜：明治22年（1889）～昭和36（1961）民藝運動の提唱者。宗教哲学者。“民衆的工藝”の美と価値を深く理解し、愛し、それを「民藝」という言葉で表現し、その概念と価値観を広めた。海軍少将柳楢悦の三男として東京に生まれ、学習院初等科・中等科・高等科から東京帝国大学哲学科へ進学、卒業。学習院高等科在学中の明治43（1910），志賀直哉・武者小路実篤・有島武郎らと「白樺」を創刊。大正3（1914)に叔父の嘉納治五郎の勧めで我孫子に移り住み、バーナード・リーチらと親交を結んだ。生涯、一貫して民衆の側に立つ反国家主義の思想家として歩んだ。戦前戦中戦後とその思想と態度は深化し、変わることなかった。朝鮮文化の美に惹かれ1916年から幾度も訪れ、1924年ソウルに朝鮮民族美術館を開設。無名の民間の陶工たちが優れた深い美を創出していることを実感する。大正14年（1925）、民衆の手工芸を｢民藝｣と呼び、各地を旅して、民衆によって産み出され、埋もれている美を発掘・再評価した。1931年以降、雑誌「工藝」を創刊し、120号まで刊行。沖縄の方言や工芸品、またアイヌの工芸品などにも注目し、その擁護につとめ、また宗教についてもキリスト教神秘思想から仏教へ研究を進めた。かくして、民芸理論に加えて、宗教思想にも深い関心を寄せ、独自の思想を樹立。濱田庄司や河井寛次郎や棟方志功との交流をはかりつつ民芸の普及につとめ、昭和11年（1936）、東京駒場に大原孫三郎の助力を得て「日本民藝館」を創設し初代館長に就任。第二次世界大戦後の拠点として民芸運動を展開。戦後は、法然・親鸞、とりわけ一遍の踊り念仏や他力本願の思想や妙好人に惹かれ、その思想的意義を説いた。昭和32年（1957）年文化功労者。著作に、『柳宗悦全集』全22巻（筑摩書房）、『柳宗悦選集』全10巻（春秋社）などがある。近年、再度柳宗悦や「民藝」に注目が集まっている。
①心霊研究時代　１９０９年（明治４２年）―１９１２年（明治４５年＝大正元年）
学習院高等科の同人誌「桃園」2号（1909年）に「ハーンを憶ふ」を書く。
「白樺」（1910～1923年まで160冊を発行）に、次々と心霊現象、キリスト教神秘思想研究、西欧近代美術について書く。最年少の同人として毎号論文を発表し、また挿絵や紙質の選定、レイアウトなどのデザイン・編集にも関わる。

　「白樺」第6号・7号（1910年9月・10月）に、「新らしき科学」を発表。
　　三つの科学――①生物学における人性の研究、②物理学における電気物質論、③変体心理学における心霊現象の攻究
　精神感応、透視力、予覚、自動記述、霊媒、心霊による物理現象や妖怪現象
　「自然界に於ける法則とは、要するに宇宙の意志そのものに外ならぬ、かの微細なる原子にもかゝる意志は流れて居る、一切のものは宇宙が心霊の影像である、『自然は内在せる神が出現の啓示である』と云つたロッヂの言葉には深き真理ある、此世界とは要するに宇宙の霊的意志の表現に外ならぬ、此処に於て自分には万有神論（Pantheism）が最も深き意義を有して居る様に思はれる。而して自分には此処に、宗教、哲学及科学が融合せられる可き唯一の最終点がある様に思はれる」（全集第1巻、62頁）
②神秘主義研究時代　１９１３年（大正２年）―、東京帝国大学哲学科卒業。

この頃より、朋友バーナード・リーチ（イギリスの陶芸家）の影響によってイギリス・ロマン主義の神秘的宗教詩人で画家でもあったウイリアム・ブレイクに傾倒し、研究を深める。リーチはラフカディオ・ハーンの著作を読んで来日し、後に陶芸家となる。みずからの直観を重視するブレイクの思想は、生涯にわたり、柳に大きな影響を与え、芸術と宗教に立脚する柳の思想の土台となる。1914年（大正3年）、25歳の年に『ヰリアム・ブレーク』を上梓。本書はわが国最初のブレイク研究書である。
このブレイクとの出会いをきっかけに、キリスト教神秘思想、また次第に東洋の老荘思想や大乗仏教の教えに向けられていく。そして、ほぼ時を同じくして、宗教的真理と美の真理が根を同じくすることを見出していく。
「嘗て大初に人間を代表する原人アルビオンAlbionがあつた。彼は強と美と醜と聖とを兼ね備へた完全な人格であつた。彼の四性即ち個性、智性、霊性、欲性は美はしい均等を保つてその間に何等の痛ましい反目もなかつた。彼が神に交つたその神殿は想像の神燈にくゆり、情熱の幕は垂れ、知識の柱は固く愛の礎に建つてゐた。人は平和の霊気に呼吸して彼には無限な救済があつた。その結合された四性の一つである個性はブレークによつて『人性』’Humanity’と名づけられた。知性は彼が所謂『幽魔』’Spectre’を代表し、霊性は即ち『流出』’Emanation’を意味し、欲性は彼によつて又『幽陰』’Shadow’と呼ばれてゐる。彼等が凡て一つの人格に働いた時人には神の幻像があつた、精力の歓喜があつた、知能の鋭敏があつた。彼が表現し得た偉大な結果は自己実現であつた、個性の全的開放であつた」（ヰリアム・ブレーク）全集第4巻、204Ｐ）
「然し是等の平和が地に破れる時は遂に来た。痛ましい結果はその四性の分割であつた。特に『知性』対『霊性』の反目は拭ひ得ない悲劇の幕を人生の舞台に開いた」（同上、206P）
「第四のゾアに名づけられたのはアルソナUrthonaである。本能若しくは直観を象徴した神である。ブレークが最も愛したのは此霊感を意味するゾアである。彼が天啓の乗物に座る時は屡々時間の神ロスLosとも呼ばれてゐる。ロスは預言の精神を示す神であつて又太陽の化身である。ブレークの神話から殆ど離れた事がない。彼はブレーク自身を現はした神である。理性対想像、又は思惟対直観の問題がブレークの内面生活の最も著しい苦悶を語る様に就中知性を代表する神ユリゼンと霊性を代表する神アルソナ・ロスとは彼の神話の重要な骨髄である」（同上、208Ｐ）
③民族文化美発見時代　１９１６年（大正５年）－
1916年（大正5年）以降、浅川兄弟の導きにより幾度も朝鮮半島に渡る。宗悦は、仏像や陶磁器などの優れた造形美術の世界とその美しさに魅了される。そして、それを生み出した朝鮮の人々に 限りない尊敬と親愛の情を抱く。

1919年（大正8年）の「独立万歳」事件後、宗悦は日本の朝鮮政策を批判する文章を発表。また、1924年（大正13年）に、 後の「日本民藝館」の原点となった「朝鮮民族美術館」をソウルに開設する。そこに陳列された品物の多くは李朝時代の無名の職人によって作られた民衆の日用雑器として日常的に用いられているものだった。だが宗悦以前に、その美的価値を見出した者はいなかった。宗悦は日曜雑器の価値を誰よりも早く評価し、民衆生活を彩る工芸品の中に優れた、深い美があることを発見した。
こうして、李朝工芸との出会いにより開眼された審美眼と直観を以って、宗悦は日本の民衆的工芸の美へと関心を向けてゆく。それと併行して、宗教哲学の著作、『宗教とその真理』『宗教の理解』『神に就いて』などを次々と上梓する。
　「（講演時における激しい日本批判に対して）私は私の信念を貴方がたの前に陳述しよう。そうして若し私の云ふ事が真実であるなら、貴方がたは現在の苦痛を越えて希望を未来に抱き得るであらう。且つ又私達に対する憎悪の念を柔らげて下さる事が出来るであらう。私をしてかゝる希望を持たせる三個の根拠とは何々であるか。/　第一は自由への思慕、及びその確立、之が現に世界思潮の本流となつてゐると云ふ事実である。（中略）/　第二に私は若い日本の人々を信じてゐる。（中略）/ 第三は最も深い強い根拠である。私はこゝに正義そのものゝ力を指して云ふのだ。真理そのものが凡ての運命を決定すると私は信じてゐるのだ」（「朝鮮とその芸術」全集第6巻、19P、1919年記）
　「日本の同胞よ、剣にて起つものは剣にて亡びると、基督は云つた。至言の至言だ。軍国主義を早く放棄しよう。弱者を虐げる事は日本の名誉にはならぬ。彼らの精神を尊び肉体を保証する事が友誼であると深く覚れよ。他人を卑下する事に何の誇りがあらう。愛する友を持つ事は吾々の名誉だ。だが奴隷視する者を持つ事は吾々の恥辱だ。（中略）/　東洋は結合しなければならぬ。然し結合と征服による統一とを混同してはならぬ。個性と個性との互の認許によつて、敬念と理解と愛情とが湧くのだ。相互の愛が結合の基礎だ。之に反して排斥と征服とこそは憎悪の基礎だ。私は此不備な著書が、尚幾分なりかゝる結合の出発に人を誘ふ縁となる事を切に希ふ」（同上、21P、1919年記）
　「私は朝鮮の芸術ほど愛の訪れを待つ芸術はないと思ふ。それは人情に憧がれ愛に活きたい心の芸術であつた」（同上、42P、1920年記）
　「新聞紙上に伝へる所によれば、私達の渡鮮は芸術を通じて朝鮮を教化する為だと書かれている。然し之は全くの誤伝に過ぎない。それは皮浅な眼で私達の企を解釈した報道に過ぎない。私には教化とか同化とか云ふ考へが如何に醜く如何に愚な態度に見えるであらう。私はかゝる言葉を日鮮の字引から削り去りたい」（同上、50P、1920年記）
　「私は朝鮮の民族のあの優れた作品が、私達の心に深く交る日の来る事を少しも疑はない。そうしてその作者としての民族が、吾々の心の友となる事をも疑はない。私はこの希望と信念とを果す為に、「朝鮮民族美術館」の設立を遂に計画した。/　私は先づこゝに民族芸術Fork Artとしての朝鮮の味ひのにじみ出た作品を蒐集しようと思ふ。如何なる意味に於ても、私はこの美術館に於て、人々に朝鮮の美を伝へたい。（中略）/ 私はかゝる企てが、私の朝鮮に対する心からの敬念と情愛との披瀝である事を希ふ。然し之は決して私一個人の仕事ではない。時に要求せられた自然な仕事であると思ふ」（同上、初出は「白樺」に発表、80－82P）
　「いつも神秘道は神の認識に就て次の四つの信念に活きる。第一は無としての神性、第二は有としての神、第三は神の示現としての人の霊、第四は神と人との直接な融合、即ち神性への復帰である。真諦としての否定が最も鋭く説かれるのは第一の思想に於いてである。行為としての否定が最も鮮かに活きるのは第四の場合である」（『宗教とその真理』全集第2巻、60P）
　「直観とか啓示とかに於て、より鋭く即如は理解されるのである。之は一層直接な知識である。スピノザが『知的愛』と呼んだのは是であらう。愛が深い理解である。芸術はかゝる意味で科学よりも一層鋭い即如への肉薄である」（同上、172Ｐ）
　「之を彼対是と決するのが論理道である。彼即是と観じるのが神秘道である」（同上、326P）
7 否定道 Negative way
8 矛盾道 Contradictory way
9 逆理道 Paradoxical way
10 未生道 Uncreated way
11 象徴道 Symbolic way
12 沈黙道 Silent way（同上、326－327Ｐ）
　「神の観念を離れて、吾々は宗教を思ふ事は出来ぬ。而も神の観念は究竟性と云ふ事を離れては味をなさぬ。（中略）宗教性と云ふ事と究竟性と云ふ事とは不可分離の関係にある。故に宗教哲学の根本問題は究竟性の問題であると云ひ得るであらう」（「宗教の理解」全集第３巻、１１３頁）
「神に関する此小さな本を、今神の御許にゐる吾が子（三男宗法のこと。生後３日で亡くなる）に贈る。短かかりしお前の一生を、此書に於て紀念する事は、お前の父のせめてもの希ひである。（中略）/　お前のお母さんはお前を抱きしめて泣き悲しんだ。生前お前に子守唄すら聞かせて上げる折がなかつたからと云つて、棺にお前を納める時、シューベルトの曲を書き写してお前の胸の中に入れておいた。私がその紙きれを開いて見た時、終わりの方に「之を神様に唱つてお頂きなさい」と記してあつた。お前の二人の小さな兄さん達も同じ唄で幾年かの宵を過ごしてきたのだ。/　神様の膝の上で遊んでゐてくれ。そこから遠くに離れてくれるな。そこよりも安全な場所はない。そうして私が仕事を終へて、お前の所に行く日が来るのを待つてゐてくれ。お前のお母さんも同じ様に云つてゐる」（「神に就て」全集第3巻、171－172頁）
「『神が神を見たらどうであらう。私が見る神と神が見る神とは違ふ筈だ。そうして前者よりも後者の方が一層本質的だ。神に帰て神から神を見なければならない。之が最も基礎的な理解を私に与える』（同上、174P）
「古きデイオニシウス・アレオバヂテの言葉を当て嵌めれば、私は『肯定神学』から『否定神学』に進み、『神秘神学』に入ったのである」（同上、174P）
「神的な愛とは究竟的な愛との意を含みます。（中略）/ 彼の愛は究竟な愛なのです」（同上、309－310P）
④民芸美発見時代　１９２４年（大正１３年）ー
李朝時代の工芸美との出会いによって開眼された宗悦が自国の美に関心のまなざしを向けた時、最初に注目したのは木喰上人という遊行僧によって造られた木彫仏だった。宗悦は1924年から3年間、日本中を巡ってこの木喰上人が造った仏像の調査研究を行い、500体余の木喰仏を発見する。木喰仏と呼ばれる江戸時代の民間仏の発見を契機として、民衆の伝統的な生活の中に息づく工芸品の美の世界を発見していった。
こうして、民衆の暮らしの中から生まれた美の世界の価値を人々に喚起するため、“民衆的工芸”を略して「民藝」という言葉を作ったのは1925年（大正14年）のことだった。 翌大正15年、民芸品の美を紹介展示するための「日本民藝美術館設立趣旨」を発表。また、「民藝」理論として『工芸の道』（1928年刊）を上梓。
　「見よ、貴方を眺める時、誰でも同じ微笑みに誘はれてゆく。誰がそれを禁じ得よう。私達が禁じても貴方が禁じないのだ。如何に抵抗しても貴方の笑顔の前には無益なのだ。なぜならその抵抗をも笑顔で受けて了ふからだ。/ 私は貴方の微笑みから逃げることはどうしても出来ない。逃げてもその微笑みの最中で逃げてゐるに過ぎないからだ」（『木喰五行上人の研究』全集第7巻、169Ｐ）
　「仏とも鬼とも蛇とも分らねど
　　　　何にならうと南無阿弥陀仏」（木喰上人の歌、全集第19巻、614P）
　「今眺めてゐる一枚の皿に就ても云ふ事が出来る。それは貧しい『下手』のものに過ぎない。奢る風情もなく、華やかな化装もない。作る者も何を作るか、どうして出来るか、詳しくは知らないのだ。（中略）だが、凡てを知らずとも、彼の手は速かに動いてゐる。名号は既に人の声ではなく神の声だと云はれてゐるが陶工の手も既に彼の手ではなく、自然の手だと云ひ得るであらう。彼が美を工風せずとも、自然が美を守ってくれる。彼は何も打ち忘れてゐるのだ。無心な帰依から信仰が出てくる様に、自ら器には美が湧いてくるのだ。私は厭かずにその皿を眺め眺める」（「下手ものゝの美」『工芸への道』全集第8巻、3Ｐ）
　「無学な職人から作られたもの、遠い片田舎から運ばれたもの、当時の民衆の誰もが用ひしもの、下物と呼ばれて日々の雑具に用ひられるもの、裏手の暗き室々で使われるもの、彩りもなく貧しき素朴なもの、数も多く価も廉きもの、この低い器の中に高い美が宿るとは、何の摂理であらうか。あの無心な嬰児の心に、一物をも有たざる心に、知を誇らざる者に、言葉を慎む者に、清貧に悦ぶ者達の中に、神が宿るとは如何に不可思議な真理であらう。同じその教へがそれ等の器にも活々と読まれるではないか」（「雑器の美」同上、26P）
　「見るは一也　　観
　　購ふは二也　　求
　　有つは三也　　集
　　示すは四也　　展
　　用ゆるは五也　実
　　楽しむは六也　愛
　　学ぶは七也　　想」（「器物七則」同上、39Ｐ）
「器を知らざるに終るは愚也
　　器を知るに及ぶは賢也
　　器を忘るるに至るは聖也」（同上、44P）
　「私は希望ある解答を次の三つの道に見出そうとするのである。或は三つの段階と云ふ方がよいかも知れない。さうして是等の三段を経由する事によつて、始めて真の工芸道に達する事が出来ると信ずるのである。
　　一　修行 Discipline  自力道
　　二　帰依 Surrender 　他力道
　　三　協団 Communion 　相愛道」（同上50Ｐ）
①工芸の美は健康の美である

②用と美が結ばれるものが工芸である

③器に見られる美は無心の美である

④工芸の美は伝統の美である

1913年（昭和6年）、雑誌「工芸」創刊。 「暮らしの美」を再発見し啓蒙する民芸運動の機関誌として重要な役割を果たす。 共鳴者も増え、各地での民芸品の調査蒐集が盛んになり、1934年（昭和9年）、民藝運動の活動母体となる「日本民藝協会」が発足。 すでに、1925年（大正15年）、宗悦は「日本民藝美術館設立趣意書」を発表していたが、1936年（昭和11年）、ようやくにして、倉敷の実業家大原孫三郎の支援により東京駒場（目黒区）に「日本民藝館」を開設。宗悦は初代館長に就任し、内外各地への調査収集の旅や旺盛な文筆活動、展覧会活動がここを拠点に展開されていく。民芸運動は民芸美、つまり「用の美」を世に紹介し広めようとする活動でもあった。
①伝統の中で形作られた古い民芸品を発掘・蒐集。
②当時全国で営まれ、すたれつつあった伝統的な手仕事によりできたものを 発見しその技術を復興させる。
③伝統を踏まえて時代に即した新しいものづくりを推進し、 特に、その指導者となる個人作家の支援を行った。
④各地美術館や百貨店などで展覧会を開き、その中で 活動の拠点として日本民芸館が設立された。そして、蒐集された古い民藝品や新作品を展示し、用の美を広く世に問うた。

⑤運動の趣旨と成果を雑誌「工芸」（雑誌「民芸」の前身） などの出版物にまとめ、発行。
活動拠点の日本民芸館は現在も展覧会開催を始め、さまざま活動を行い、日本民芸協会は雑誌「民芸」を毎月発行している。
また「日本民藝館」設立以降の活動として、

①沖縄への工芸調査と方言論争

②家元茶道への批判と新しい茶会の創造
「民芸と民俗学の問題」（1940年、柳田國男との対談）で、柳は、「民俗学」は「経験学」であるが、「民芸」は「規範学」であるとその違いを明示している。また、「民俗学」は「歴史学」と深く関わるが、「民芸」は「美学」や「価値論」と深く関わると述べている。（全集第10巻、738Ｐ）
「地方の文化価値を重く見なければならないといふ立場」（同上、745P）
⑤仏教美発見時代　１９４８年（昭和２３年）－１９６１年（昭和３６年）
戦後、宗悦は民芸美の本質を仏教思想で解明した仏教美学としての「美信一如」思想の展開する。「美信一如」「美の法門」「美の浄土」などのスローガンを掲げたこの仏教美学は、仏教思想に基づく宗悦美学の集大成であり、結語であった。無名の職人の作った「日用雑器」の美は「信と美」の融合によるものであり、生きとし生けるものすべてを救いとる阿弥陀如来の本願の力に与る絶対他力信仰の恩恵であると捉えたのである。
こうして、晩年には深い信心境地に到達した妙好人の研究を進め、他力道の世界を究明し、民芸品を「妙好品」と呼ぶようになる。宗悦は、白樺派時代から一貫して物の美に即しつつ宗教の「究竟」の真理を探究しつづけ、1961年（昭和36年）5月3日、72年の生涯を閉じた。
法名を撰んだ鈴木大拙は弔辞の中で、「君は天才の人であった。独創の見に富んで居た。それはこの民芸館の形の上でのみ見るべきでない。日本は大なる東洋的『美の法門』の開拓者を失った。これは日本だけの損失でない。実に世界的なものがある」と宗悦の死を悲しんだ。生涯を賭けて、美と宗教の本質的かかわりを探究しつづけた宗悦は「美の行者」と称えられた。1957年（昭和32年）、文化功労賞、1960年（昭和35年）、 朝日文化賞受賞。
「仏の国に於ては美と醜との二がないのである」（「美の法門」全集１８巻、６Ｐ）
「一切のものはその仏性に於ては、美醜の二も絶えた無垢のものなのである」（同上６Ｐ）
　「人が美しいものを作るといふが、さうではなく仏自らが美しく作つてゐるのである。否、美しくすることが仏たることなのである。美しさとは仏が仏に成ることである。それは仏が仏に向つてなす行ひである。それ故仏と仏との仕事なのである。念仏は、人が仏を念ずるとか、仏が人を念ずるとか云ふが、真実には仏が仏を念じてゐるのである。一遍上人の言葉を借りれば、『念仏が念仏する』のである。『名号が名号を聞く』のである。凡て正しきものは、仏の行ひの中の出来事に過ぎない。美しきものは、仏が仏に回向してゐるその姿なのである」（同上、20Ｐ）
　「美も亦『即』の法界にあることが分る。それは個人の如何に左右されない。才なき者も愚な者も、悉くその法界のさ中に活きてゐるのである。それ故この法性に在らば何人も美に居る人以外ではない。拙な者も拙なままで美に結縁されてゐるのである。洩れなく誰にもさう仕組まれてゐるのである。これが『無有好醜』の悲願である。/かかる美の法界を説き、この法界への往生を説くことが美の法門である」（同上、22P）
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